
課長 :小学校の方が多い。数字には出ないが、質的な状況 としては、マネから始まって、

活発にコミュニケーション活動 している状況が学校訪間でも見受けられる。

委員 :英語iょ派遣契約だが、欠勤とかはなマ)な9

課長 :欠勤の場合は代替の ALTを派遣する契約だが、若千、中学校の方でそ れ が滞 ったこ

とがあった。来年はプロポーザルで業者を選定し、複数年で契約したいと考えている。

委員 :金額的なものよりも中身では。安ければいいというものでもない。

課長 :安いと業者の方も労務管理とか。

委員 :安いと社員教育に時間をかかられない。市民の求めるものによろしくお願いする。

委員 :先生ュ基語がうまくならたか。

課長 :小学校の先生方は、研修を積んでいるので、雌躊理由漫鑢上だ2ェ豊ェニゑと思う。

委員 :ALTの質は大文夫か。全国でこのようなことやっているので、人が足りないのでは。

課長 :認1涯乳

`粕

,2左ムょ当ι麒辿t産:認[助

`箋

1饉:盗島滅盪:三

`L由

ご:LlΩl鳥:禽i熱柔潔:議:=:亀暉ム:裁lZi議慮奮を乙i乙ヱL

tiIIL:|:目 :li:、1!|ま|,1鳳 |`i壼 1嬌|:|:|:1日 臨申ill:li滅 lζ l漁:|:|:i透 i:踵」lζ l:|.1:12.141:|こ ,11:i凛|:lilし1熾|`:lil":i'ユ i:illlll:`』 iζl`|`ILI)。

委員 :著作権の使用料を支払つているが、内容は。

課長 :オ ンライ ン学習す る際には全国一律で 「授業 目的公衆送信補償金制度」 とい うのが

あ り、SARTMSと い う団体に補償金 を払 うことで、教育に関す るものは、この SARTMS

が代わ りに手続きをする。

委員 :則霞 Lg2灘閣≧に導員劇鷹ここ:議仁ヽ魚二鷲饉ぼ簿画議La2カ諾畑Z≧負担壼減ムなlb踵迪コ⊆、……とのよ
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課長 :先生の負担を軽減するためには、外部の先生を導入したりt.来年度予算エム凱活動、
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ュェЁ静。そういった方を11贋次増やしていく。課題として人材の確保がある。

次長 :令和5年～7年で地域に移行していくというのが国の考え。市でも協議会を立ち上

げて、方向性を決めていくことを計画している。


